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第21回企画展　装飾古墳の世界２－虎塚古墳国指定50周年記念－

公開講座「ひたちなか市の考古学」第17回  装飾古墳の世界２

特集　十五郎穴横穴群国指定・虎塚古墳国指定50周年記念シンポジウム

「私的茨城考古学外史－遺跡・人 出会いと別れ－」　第11回　発掘三昧への道　県内編６  （瓦吹  堅）

横穴墓を歩く㉝　柏谷横穴群　（戸田 英佑）

ワンケース・ミュージアム 62　土器に記された古代人名 のぞき見、展示室⑨  石匙
歴史の小窓㉜　瓦に刻んだ名前 埋文センターの日々　2024 後期 ほか

解説パネル　　毎年８月に実施している博物館実習では，実習の成果としてミニ企画展の企画と
展示を行っています。2024 年度の実習では，実習生が１人だけだったので常設展示品の解説パネ
ル製作を行いました。課題として，各時代ごとにトピックスを見つけて，その解説パネルの製作を
お願いしました。その結果，10 枚の作品が完成しました。パネルには展示している土偶をキャラ
クターとして登場させ，ふるさと考古学講座の子どもたちと考えた「どぐっち」という名前をつけ
ました。実習生がスマートフォンのアプリを駆使してイラストを描き，パソコンでパネルを製作し
ていく姿には，世代の違いを感じました。                                                                        （2024.8.25）

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター　2025 . 春 62
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装飾古墳の世界２
-虎塚古墳国指定50周年記念-

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
第21回企画展　

令和７年

２/８　　 ５/11
 
開館時間：午前９時－午後５時（入館は午後４時30分まで）

〒312-0011　茨城県ひたちなか市中根３４９９　℡０２９－２７６－８３１１

休館日：月曜日(祝日の場合は翌日）日時

場所

入場無料
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

日土

公益財団法人　ひたちなか市
生活・文化・スポーツ公社

 装飾古墳の世界２
－虎塚古墳国指定50周年記念－

第 21 回企画展

2025 年２月８日（土）～５月11日（日）

虎塚ちゃん

　

虎
塚
古
墳
を
中
心
と
し
た
装
飾
古
墳
に
つ
い
て
の
展

示
は
、
二
○
○
九
（
平
成
二
一
）
年
度
に
ひ
た
ち
な
か

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
第
四
回
企
画
展
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
「
装
飾
古
墳
の
世
界
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
す
で
に
一
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
茨
城
県
内

で
は
そ
の
後
も
新
た
な
装
飾
古
墳
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
研
究
な
ど
に
よ
り
新
た
な
事
実
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
前
回
の
展
示
に
新
た
な
事
実

を
加
え
た
内
容
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
復
興
の
関

連
で
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
宮
城
県
山
元
町
の
合か
っ
せ
ん
は
ら

戦
原

横
穴
墓
群
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
線
刻
壁
画
の
ほ
ぼ
実

物
大
の
実
測
写
真
を
展
示
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
茨
城

県
内
の
線
刻
の
装
飾
古
墳
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
虎
塚
古
墳
国
指
定
五

○
周
年
記
念
」
展
示
と
し
て
、
発
掘
調
査
当
時
の
日
誌

や
図
面
、
紹
介
記
事
な
ど
を
公
開
し
ま
し
た
。
今
回
の

企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
そ
れ
を
意
図
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
虎
塚
古
墳
国

指
定
五
○
周
年
記
念
展
示
を
紹
介
し
て
、
次
に
茨
城
県

内
の
装
飾
古
墳
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

　
虎
塚
古
墳
国
指
定
五
○
周
年
記
念
展
示
　
　

　

虎
塚
古
墳
の
壁
画
は
一
九
七
三
年
九
月
一
二
日
に
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査
は
明
治
大
学
の
大お
お
つ
か
は
つ
し
げ

塚
初
重

先
生
と
小
こ
ば
や
し
さ
ぶ
ろ
う

林
三
郎
先
生
を
中
心
に
、
明
治
大
学
や
茨
城

キ
リ
ス
ト
教
大
学
な
ど
の
学
生
が
従
事
し
ま
し
た
。

　

展
示
し
た
図
面
は
、
明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い

る
石
室
の
奥
壁
と
左
右
側
壁
の
実
測
図
で
す
（
図
１
）。

石
室
の
実
測
作
業
は
九
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
に
か
け

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
石
室
内
で
の
実
測
作
業
は
、
温

湿
度
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
た
た
め
、
何
回
も
中
断
し

な
が
ら
の
大
変
な
実
測
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
大

変
な
中
で
も
、
図
面
の
あ
ち
こ
ち
に
詳
細
な
観
察
記
録

が
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
は
貴
重
な
壁
画
を

前
に
実
測
を
し
た
担
当
者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
実
測
終
了
後
に
は
、
透
明
な
セ
ロ
フ
ァ
ン
紙＊
を

使
っ
て
文
様
の
模
写
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

虎
塚
古
墳
の
調
査
を
担
当
し
た
大
塚
初
重
先
生
と
小

林
三
郎
先
生
の
ご
家
族
か
ら
は
、
虎
塚
古
墳
に
関
す
る

資
料
な
ど
を
ひ
た
ち
な
か
市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
調
査

時
の
ノ
ー
ト
と
、
虎
塚
古
墳
の
最
終
報
告
書
の
原
稿
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

調
査
ノ
ー
ト
を
み
る
と
、
大
塚
先
生
の
も
の
に
は
、

色
え
ん
ぴ
つ
を
使
用
し
た
詳
細
な
調
査
の
様
子
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
林
先
生
の
も
の
に
は
、
壁
画
が
確

認
さ
れ
た
一
二
日
の
ペ
ー
ジ
に
「
☆
太
陽
光
に
輝
く
壁

画
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
壁
画
確
認

時
の
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
（
図
３
・
４
）。　

両
先
生
の

一
二
日
以
降
の
ペ
ー
ジ
は
、
そ
れ
以
前
の
ペ
ー
ジ
と
比

べ
て
極
端
に
書
き
込
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
は
、
壁
画
確
認
後
の
関
係
機
関
と
の
交
渉
や
壁
画
保

存
へ
の
対
応
な
ど
、
ノ
ー
ト
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の
忙
し

さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

勝
田
市
史
の
別
編
と
し
て
一
九
七
八
年
に
刊
行
し
た

＊壁画を模写したセロファン紙も明治大学から借用しましたが，劣化の恐れを考慮して展示はしませんでした。
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虎
塚
古
墳
の
最
終
報
告
書
の
原
稿
は
、
小
林
先
生
の
寄

贈
資
料
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
展
示
し
た
部
分
は
、
大

塚
先
生
、
小
林
先
生
、
茨
城
県
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の

図１　奥壁の実測図（一部）

も
の
が
多
く
、
手
書
き
の
原
稿
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
展
示
し
た
手
書
き
の
原
稿
か
ら
は
、
文
章
の
推
敲

や
校
正
な
ど
報
告
書
作
成
の
苦
労
の
跡
が
読
み
取
れ
ま

す
。　

茨
城
県
内
の
装
飾
古
墳

　

茨
城
県
内
に
は
、
古
墳
が
九
基
、
横
穴
墓
が
九
基
の

計
一
八
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

な
か
に
は
後
世
に
追
加
・
落
書
き
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
も
の
を
含
む
た
め
、
確
か
な
も
の
は
彩
色
の
あ
る
八

基
と
線
刻
の
み
の
三
基
の
合
計
一
一
基
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
分
布
は
、
南
は
霞
ヶ
浦
周
辺
か
ら
北
は
日
立

市
域
ま
で
、
一
つ
の
地
域
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
県

内
各
地
に
散
在
し
ま
す
（
図
10
）。
時
期
に
つ
い
て
は
、

六
世
紀
後
葉
に
出
現
し
、
七
世
紀
中
頃
ま
で
築
造
さ
れ

ま
す
。

　

九
基
あ
る
古
墳
の
墳
形
は
、
前
方
後
円
墳
が
二
基
、

円
墳
が
三
基
、
方
墳
が
二
基
、
多
角
形
墳
が
一
基
、
不

明
が
一
基
で
す
。
ち
な
み
に
、
東
日
本
の
彩
色
の
あ
る

装
飾
古
墳
で
、
高
塚
古
墳
の
形
態
の
も
の
は
茨
城
県
に

し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

一
八
基
と
い
う
数
は
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年

の
桜
川
市
花は
な

園ぞ
の

古
墳
群
第
三
号
墳
（
図
７
）
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
最
新
機
器

に
よ
る
調
査
な
ど
に
よ
り
、
前
回
の
企
画
展
か
ら
新
た

に
判
明
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、

最
新
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
県
内
の
装
飾
古
墳
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
展
示
し
た
解
説
パ
ネ

志し
だ
じ
ゅ
ん
い
ち

田
諄
一
先
生
、
指
導
員
の
川か
わ
さ
き
す
み
の
り

崎
純
徳
先
生
の
執
筆
原

稿
部
分
で
す
。
ま
た
、
印
刷
所
に
入
稿
し
た
壁
画
図
版

の
ト
レ
ー
ス
図
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
も
展
示

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
明
治
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る

一
九
七
三
年
刊
行
の
虎
塚
古
墳
の
第
一
次
調
査
の
概
要

報
告
書
の
大
塚
先
生
の
原
稿
も
展
示
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
報
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る

図２　奥壁のセロファン紙の模写図

図３　大塚初重先生調査ノート
（1973 年 9 月 8日羨道部の調査）

図４　小林三郎先生調査ノート
（1973 年 9 月 12 日壁画確認時）
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羽黒駅近くの香取神社境内の香取考古資料館にはレプリカが保管されている玄室左側壁（桜川市教育委員会提供）

壁画模写図（図録『特別展　装飾古墳』水戸市立博物館より転載）

石室の石材が保存されている「塚」と案内看板

花園（はなぞの）古墳群第 3 号墳

・場所：茨城県桜川市友部

・時期：６世紀末～７世紀初頭

・規模：一辺約 30ｍの方墳

・構造：複室構造？の横穴式石室

・図文の場所：玄室奥壁・左右側壁

・図文の種類：靫・鞆・大刀・槍・船・帯状文・横線・X 字状文など

・色：彩色（赤・白・黒）

・特徴：現在県内で確認された最後の装飾古墳で，県内最多の 3 色

　　　　が使われています。奥壁には赤色と黒色が交互に塗られた

　　　　文様や靫が 4 個並んでいます。右側壁には円文や大刀・槍

　　　　などが，左側壁には赤色と黒色の横線が描かれています。

　　　　残念ながら石室は解体されていて，保護のため桜川市商工

　　　　会館近くに埋められています。

かんぶり穴横穴墓群第１１号墓

・場所：茨城県日立市川尻町

・時期：６世紀末～７世紀初頭

・規模：全長約５ｍの横穴墓

・構造：単室

・図文の場所：奥壁・左右側壁

・図文の種類：連続三角文・胡籙（ころく）・横線・小円文

・色：線刻・彩色（奥壁：赤・黒・白／左右側壁：赤）

・特徴：横穴式石室のような形状の横穴墓です。県内では最多の３色

　　　　を使用しています。

　　　　2020 年に東京藝術大学（当時）の山﨑頌平氏が，デジタル

　　　　カメラによる詳細な写真の調査を行い，壁画の復元を実施し

　　　　ました。それにより，以前は靫（ゆき）と考えられていた文

　　　　様が胡籙であることが判明しました。

玄室奥壁の写真（2023 年）

玄室奥壁の実測図（「よくわかる！かんぶり穴横穴墓群」パンフレットより）

玄室奥壁のデジタル処理した写真（『市民と博物館』150 より）

大刀 胡籙 盾

前室右側壁（中央に斜線）玄室奥壁（奥壁と手前にある箱式石棺の外側が真っ赤に塗られている）

前室左側壁（縦線・横線）

『霞ヶ浦の前方後円墳』2018 明治大学文学部考古学研究室

折越十日塚（おっこしとおかづか）古墳

・場所：茨城県かすみがうら市坂

・時期：６世紀末～７世紀初頭

・規模：全長約 71ｍの前方後円墳

・構造：複室構造の横穴式石室（玄室内に箱式石棺あり）

・図文の場所：前室左右側壁

・図文の種類：縦線・横線・斜線

・色：彩色（赤）

・特徴：東日本で彩色の装飾文様を有する前方後円墳は，虎塚古墳

　　　　とこの古墳のみです。2017 年に明治大学を中心として

　　　　石室内の調査が行われ，内部の詳細な写真が公開されまし

　　　　た。

ル
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
（
図
５
～
９
）。

　

二
○
○
九
（
平
成
二
一
）
年
の
展
示
以
降
の
茨
城
県

内
の
装
飾
古
墳
の
調
査
や
研
究
を
み
て
み
る
と
、
二
○

一
○
（
平
成
二
二
）
年
に
水
戸
市
吉よ
し
だ田

古
墳
の
発
掘
調

査
、
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
の
か
す
み
が
う
ら
市

の
折お
っ
こ
し
と
お
か
づ
か

越
十
日
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
、
二
○
一
八
（
平
成

三
○
）
年
の
ひ
た
ち
な
か
市
殿と
の
づ
か塚

古
墳
線
刻
部
分
の

レ
ー
ザ
ー
測
量
調
査
、
二
○
二
○
（
令
和
二
）
年
の
日

立
市
か
ん
ぶ
り
穴
横
穴
墓
群
第
一
一
号
墓
の
壁
画
の
調

査
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
田
古
墳
は
、埋
葬
施
設
が
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
、

文
様
は
玄
室
奥
壁
に
線
刻
で
靫ゆ
き

や
刀と
う
す子

、
大た

ち刀
、
鞆と
も

、

鉾ほ
こ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
発
掘
調
査
は
一
九
七
二

（
昭
和
四
七
）
年
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
石
室
内
部
は
砂

を
充
填
し
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
○
一
○
（
平

成
二
二
）
年
に
史
跡
整
備
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
三
八
年
ぶ
り
に
壁
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
線
刻

は
非
常
に
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
当
時
最

新
の
機
材
を
使
用
し
て
図
面
な
ど
の
作
成
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
図
９
）。
調
査
後
は
、
保
存
を
考
慮
し
て
再
度

砂
を
充
填
し
て
埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
溝

の
調
査
で
は
、そ
れ
ま
で
方
墳
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

多
角
形
墳
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

折
越
十
日
塚
古
墳
は
、
全
長
約
七
一
ｍ
の
前
方
後
円

墳
で
、
埋
葬
施
設
は
複
室
の
横
穴
式
石
室
で
、
石
室
内

に
は
箱
式
石
棺
が
あ
り
ま
す
。
文
様
は
前
室
の
左
右
側

壁
に
、
赤
色
で
縦
線
や
横
線
、
斜
線
が
あ
り
ま
す
。
二

図５　かんぶり穴横穴墓群第 11 号墓

図６　折越十日塚古墳

図７　花園古墳群第３号墳

写真：
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★今回の企画展の開催及び

本誌への記事の掲載にあ

たっては，以下の機関及び

関係者からご指導とご協力

をいただきました。

　かすみがうら市・桜川市・

筑西市・東海村・那珂市・

日立市・常陸太田市・水戸

市・宮城県山元町の各教育

委員会・明治大学博物館

阿久津久・猪狩俊哉・梅田

由子・大内みなみ・大久保

隆史・大谷昌良・小笠原文

惠・片平雅俊・忽那敬三・

越田真太郎・小林恵子・関

口慶久・千葉隆司・三井猛・

山口憲一・山田隆博・米川

暢敬　（50 音順・敬称略）

展示風景

玄室奥壁の写真

吉田（よしだ）古墳

・場所：茨城県水戸市元吉田

・時期：７世紀前半

・規模：多角形墳か

・構造：単室構造の横穴式石室

・図文の場所：玄室奥壁

・図文の種類：靫・刀子・大刀・鞆・鉾など

・色：なし，線刻

・特徴：1972 年に発掘調査が行われ，その後石室内部は砂を充填

　　　　して閉鎖されていました。2010 年には，史跡整備のた

　　　　めの発掘調査が行われ，38 年ぶりに壁画が公開されまし

　　　　た。線刻は非常に良好な状態で保存されており，当時最新

　　　　の機材を使用して図面などの作成を行いました。調査後は，

　　　　保存を考慮して再度砂を充填して埋め戻されています。

壁画部分の切り取り

殿塚（とのづか）古墳

・場所：茨城県ひたちなか市大成町

・時期：７世紀前半

・規模：直径約 35ｍの円墳

・構造：単室構造の横穴式石室

・図文の場所：玄室右側壁

・図文の種類：靫・格子目状文

・色：なし，線刻

・特徴：1955 年に古墳の大半が破壊され，1959 年に茨城高等

　　　　学校史学部が調査を行いました。その際，文様の部分のみ

　　　　切り取り，現在も茨城高等学校に保管されています。　　

　　　　2018 年には，（有）三井考測の協力のもと，三次元レー

　　　　ザーによる線刻部分の実測を行いました。今回展示したも

　　　　のはその時に作成したもので，ほぼ原寸大のものです。

○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
、
明
治
大
学
を
中
心
と
し
て

墳
丘
と
周
溝
、
石
室
内
部
の
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
調

査
に
よ
り
は
じ
め
て
石
室
内
部
の
詳
細
な
写
真
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
（
図
６
）。

　

殿
塚
古
墳
は
、
直
径
約
三
五
ｍ
の
円
墳
で
、
埋
葬
施

設
は
単
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
で
す
。
文
様
は
、
玄
室

右
側
壁
に
線
刻
で
靫
と
格
子
目
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

古
墳
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
○
）
年
に
開
発
に
よ
り
古

墳
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年

に
茨
城
高
等
学
校
史
学
部
が
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
際
、
文
様
部
分
の
壁
を
切
り
取
り
、
現
在
も
茨
城
高

等
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
８
）。
二
○
一
八

（
平
成
三
○
）
年
に
は
、
三
井
考
測
の
協
力
の
も
と
、

三
次
元
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
線
刻
文
様
の
図
面
を
作
成
し

ま
し
た
。
展
示
で
は
、
吉
田
古
墳
と
と
も
に
ほ
ぼ
原
寸

大
の
図
面
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

か
ん
ぶ
り
穴
横
穴
墓
群
第
一
一
号
墓
は
全
長
約
五
ｍ

の
大
型
の
横
穴
墓
で
す
。
文
様
は
玄
室
奥
壁
と
左
右
側

壁
に
線
刻
と
彩
色
で
、
連
続
三
角
文
や
胡こ
ろ
く籙

、
横
線
、

小
円
文
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
彩
色
は
赤
・
白
・
黒
の
県

内
で
は
最
多
の
三
色
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
二
○
二
○

（
令
和
二
）
年
に
東
京
藝
術
大
学
（
当
時
）
の
山や
ま
ざ
き
し
ょ
う

﨑
頌

平へ
い

氏
が
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
詳
細
な
写
真
の
調

査
を
行
い
、
壁
画
の
復
元
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
５
）。

そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
文
様
が
不
鮮
明
で
靫
と
考
え

図 10　茨城県内の装飾古墳

久慈川

那珂川

涸沼川

利根川

桜
川

小
貝
川

鬼
怒
川

霞
ヶ
浦 北

浦

0 20km

かんぶり穴

幡バッケ横穴墓群

猫淵横穴墓群

虎塚古墳殿塚古墳

権現山横穴墓群

吉田古墳
花園３号墳

船玉古墳

大師の唐櫃古墳

折越十日塚古墳

白河内２号墳

須和間２号墳
下ノ諏訪横穴墓群

装飾ある横穴墓

装飾ある古墳

日  立  市 ：かんぶり穴横穴墓群第２・11・14号墓
常陸太田市：幡バッケ横穴墓群第６・11号墓
　　　　　　猫淵横穴墓群第９号墓
那  珂  市 ：白河内古墳群第２号墳
東  海  村 ：須和間古墳群第２号墳
　　　         下ノ諏訪横穴墓群
ひたちなか市：虎塚古墳
　　　　　　殿塚古墳

水 　 戸 　 市 ：吉田古墳
　　　　　　　権現山横穴墓群第１・２号墓
かすみがうら市：大師の唐櫃古墳
　　　　　　　十日塚古墳
桜 　 川 　 市 ：花園古墳群第３号墳
筑 　 西 　 市 ：船玉古墳群第１号墳

合計18基　　　　　＊赤文字：彩色のある装飾古墳

横穴墓群

図９　吉田古墳　

ら
れ
て
い
た
文
様
が
、
矢
羽
根
を
確
認
で

き
た
こ
と
に
よ
り
胡
籙
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
調
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
那
珂
市
白し
ら

河こ

内う
ち

古
墳
群
第
二
号
墳
で

は
、
二
○
二
三
（
令
和
五
）
年
に
墳
丘
の

整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
園

古
墳
群
第
三
号
墳
は
、
復
元
レ
プ
リ
カ
が

桜
川
市
内
の
香
取
考
古
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
今
回
の
企
画
展
の
準
備

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

茨
城
県
内
で
は
、
今
後
新
た
に
装
飾
古

墳
が
確
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
健
一
）

図８　殿塚古墳
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「虎塚古墳の壁画は，ただ岩を

削って絵の具をペッと塗ったん

ではなくて，白いモルタルを

塗って表面を平滑にした上に，

赤色の顔料で絵を描いている。

そういう意味では，世界の壁画

と同じできちんとした壁画構造

を持っています。このことから，

非常に重要な遺跡であると言え

ると思います。」

筑
波
大
学

     

谷た
に
ぐ
ち口　

陽よ

う

こ子 

氏

東
京
国
立
博
物
館

     

河か

わ

の野 

一か
ず
た
か隆 

氏

宮
城
県
山
元
町
教
育
委
員
会

     

山や

ま

だ田　

隆た
か
ひ
ろ博 

氏

「東北地方の装飾古墳は，阿武隈

川から北，現在の宮城県の地域

ですと，丸とか記号的なものが

多い特徴がみられ，阿武隈川か

ら南側，福島県の方に入ってく

ると文様のバリエーションがど

んどん増えてきて，特に浜通り

は人物，動物的なものの要素が

多く描かれるのが特徴なんじゃ

ないかなと思っております。」

「法隆寺の金堂壁画や鳥取県上淀

廃寺の壁画は，飛鳥時代の仏教

絵画で，例えば高句麗から絵師

が渡ってきて描いた。その延長線

上に奈良県の高松塚古墳やキト

ラ古墳も成立してくるわけです。

しかし，それとは全く没交渉の日

本固有のものであるというのが九

州の装飾古墳なんです。それは

東日本の装飾古墳も同じです。」

　

令
和
七
年
二
月
一
五
日
か
ら
三
月
八
日
に
、
公
開
講

座「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学　

装
飾
古
墳
の
世
界
２
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
装
飾
古
墳
や
壁
画
の

研
究
者
を
お
招
き
し
て
、最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、

装
飾
古
墳
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

記
録
集
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。　

装
飾
古
墳
の
世
界
２

月／日 演　　　題 講　　　師

２／ 15（土） 壁画と保存
筑波大学
谷口　陽子　氏

２／ 22（土） 東北地方の装飾古墳
宮城県山元町教育委員会
山田　隆博　氏

３／１（土） 装飾古墳と世界の装飾墓
東京国立博物館
河野　一隆　氏

３／８（土） 茨城の装飾古墳
（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社
稲田　健一

公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
」
第
十
七
回　

6

歴
史
の
小
窓
　
そ
の
三
二

瓦
に
刻
ん
だ
名
前

　

こ
の
瓦
は
鷹た

か

ノの

巣す

遺
跡
三
三
号
住
居
跡
の
カ
マ
ド

脇
か
ら
出
土
し
た
「
山
田
文
マ
子
夜
児
」
文
字
瓦
で

す
。
焼
け
た
粘
土
が
付
着
し
て
い
た
の
で
、
カ
マ
ド

の
資
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。
遺
跡
脇
の

本
郷
川
の
谷
を
さ
か
の
ぼ
る
と
原は
ら

の
寺て

ら
か
わ
ら
か
ま
あ
と

瓦
窯
跡
に
至

り
ま
す
の
で
、
瓦
窯
か
ら
住
居
に
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

出
土
し
た
当
時
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
平
川

南
先
生
を
訪
ね
、「
山
田
」
は
郷
・
里
・
村
な
ど
の

地
名
で
は
な
い
か
と
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
文

マ
」（
文
部
）
は
、
手
元
に
あ
っ
た
『
日
本
古
代
氏

族
人
名
辞
典
』
を
み
る
と
、
代
々
文
筆
の
業
務
を
職

と
し
た
、
百く
だ
ら済

系
氏
族
の
文ふ

み
べ
し

部
氏
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

奈
良
時
代
前
半
の
達
筆
な
文
字
、
瓦
生
産
と
鷹
ノ

巣
遺
跡
と
の
関
係
な
ど
、
こ
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。　
（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

稲
田
健
一
ほ
か
二
〇
〇
八
『
鷹
ノ
巣
―
第
２
次
調
査
の
成
果

―
』、『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
〇



　
そ
し
て
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

に
住
ん
で
い
た
人
々
の
う
ち
の
、
指
導
者
的
な
人
た
ち
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
亀き
っ
こ
う
へ
ん

甲
片
（
占
い
に
使
用
し
た
亀

の
甲
羅
）
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
トう
ら
べ部

と
の
関
連

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
柏
谷
横
穴
群
は
、
横
穴
墓
を
研
究
す
る
こ

と
は
無
論
の
こ
と
、
伊
豆
国
に
お
け
る
古
墳
時
代
後
期
か

ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
、
墓
制
、
集
落
を
含
め
た
社
会

制
度
全
般
の
歴
史
を
解
明
す
る
う
え
で
、
極
め
て
重
要
な

遺
跡
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

静岡県田方郡函南町

柏
か し や

谷横穴群

戸田　英佑

（函南町教育委員会）

　

柏
谷
横
穴
群
は
、
東
西
六
○
○
ｍ
、
南
北
二
五
○
ｍ
に

わ
た
っ
て
三
○
○
基
以
上
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
静
岡
県
内
で
最
大
規
模
の
横
穴
墓
群
で
す
。
現
在
そ
の

う
ち
の
一
部
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
指
定
地
内
に
は

二
○
○
基
に
近
い
横
穴
墓
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
墓
が
造
ら
れ
て
い
る
地
質
は
、
箱
根
火
山
の
噴
火

の
と
き
に
流
れ
出
た
「
箱
根
火
山
新
期
軽
石
流
」
と
呼
ば

れ
る
軽
石
を
主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
横
穴
墓
を
加
工
し

や
す
い
反
面
壊
れ
や
す
い
特
性
も
あ
り
ま
す
。

　

横
穴
墓
は
、
遺い
が
い骸

を
納
め
る
「
玄げ
ん
し
つ室

」
と
呼
ば
れ
る
部

屋
と
、
供
養
祭
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
「
墓ぼ
ぜ
ん
い
き

前
域
」

（
前
庭
部
と
も
呼
ば
れ
ま
す
）、
玄
室
と
墓
前
域
を
つ
な
ぐ

通
路
の
「
羨せ
ん
ど
う
ぶ

道
部
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
が
新

し
く
な
る
と
玄
室
と
羨
道
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
形

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

玄
室
の
入
口
は
、
閉へ
い
そ
く
せ
き

塞
石
と
呼
ば
れ
る
河
原
石
を
羨
道

部
に
積
み
上
げ
て
塞
ぎ
、
現
世
（
こ
の
世
）
と
黄よ

み泉
の
国

（
あ
の
世
）
を
隔
絶
し
ま
し
た
。
埋
葬
さ
れ
た
人
の
近
親
者

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
こ
の
閉
塞
石
を
取
り
除
け
ば
、
同

じ
お
墓
に
埋
葬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
方
法

で
後
か
ら
埋
葬
さ
れ
た
も
の
は
追つ
い
そ
う葬

と
呼
ば
れ
ま
す
。
発

掘
調
査
で
は
、
時
期
の
異
な
る
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
追
葬
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

柏
谷
横
穴
群
が
形
成
さ
れ
た
時
期
は
、
北
伊
豆
の
横
穴

墓
の
中
で
は
最
も
古
く
、
六
世
紀
末
に
初
現
の
横
穴
墓
が

造
ら
れ
、
そ
の
後
約
二
百
年
間
に
わ
た
っ
て
お
墓
が
営
ま

れ
ま
し
た
。
一
番
新
し
い
最
後
の
埋
葬
の
頃
、
八
世
紀
末

か
ら
九
世
紀
初
頭
に
は
火
葬
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
柏
谷
横
穴
群

は
、
大
き
く
五

地
区
に
、
各

地
区
は
さ
ら
に

い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
横
穴

墓
の
分
布
は
、

広
大
な
平
井
の

丘
陵
上
に
展
開

さ
れ
た
数
多
く

の
集
落
遺
跡
の

そ
れ
ぞ
れ
の
墓

域
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

33

写真２　現状保存の一群

写真１　楊谷寺谷戸横穴墓群

写真１　整備された中央の一群
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令
和
六
年
二
月
二
一
日
に
、
十じ

ゅ
う
ご
ろ
う
あ
な
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

五
郎
穴
横
穴
群
が

馬ま
わ
た
り
は
に
わ
せ
い
さ
く

渡
埴
輪
製
作
遺
跡（
昭
和
四
四
年
登
録
）・
虎と

ら
づ
か
こ
ふ
ん

塚
古
墳

（
昭
和
四
九
年
登
録
）に
続
き
、
市
内
で
三
例
目
と
な
る

国
指
定
史
跡
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
一
月

二
三
日
に
は
、
虎
塚
古
墳
が
国
指
定
か
ら
五
〇
周
年
を

迎
え
、
さ
ら
に
は
勝
田
市
と
那
珂
湊
市
が
平
成
五
年
に

合
併
し
、
ひ
た
ち
な
か
市
と
な
り
三
〇
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
年
に
、
ひ

た
ち
な
か
市
誕
生
三
〇
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
虎
塚
古
墳
と
十
五
郎
穴
の
今　

そ
し
て

こ
れ
か
ら
」
が
令
和
七
年
二
月
八
日
（
土
）
に
ひ
た
ち
な

か
市
文
化
会
館
の
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
民
の
方
を
は
じ
め
と
し
、
茨
城
県
内
外

の
遠
く
か
ら
も
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
々
も
お
り
、

総
勢
三
〇
四
人
も
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
務
め
た
の
は
、
古
墳
の
研

究
や
虎
塚
古
墳
な
ど
の
県
内
の
古
墳
の
普
及
活
動
を
さ

れ
て
い
る
、
大
学
生
の
大お

お
う
ち内

み
な
み
さ
ん
で
す
。
最
初

に
開
会
の
言
葉
と
し
て
、

大
お
お
た
に
あ
き
ら

谷
明
市
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
市
長
は
子

供
の
こ
ろ
に
十
五
郎
穴
へ
遊

び
に
来
て
お
り
、
昔
か
ら
馴

染
み
深
い
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て

文
化
庁
の
文
化
財
調
査
官
で

↑
大
谷
明
市
長
開
会
の
あ
い
さ
つ

あ
る
大お

お
さ
わ澤

正し
ょ
う
ご吾

氏
が
登
壇
し
、

十
五
郎
穴
横
穴

群
の
国
指
定
史

跡
登
録
に
つ
い

て
の
お
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で

は
特
別
講
演
と

し
て
、
以
前
文

化
庁
に
在
籍
さ

れ
て
い
た
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
学
芸
部
長
の
建

た
て
い
し
と
お
る

石
徹

氏
に
よ
る
史
跡
保
存
の
歴
史
と
実
際
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
、
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
活
用
部
分
か
ら
見
た
、

虎
塚
古
墳
で
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
に
つ
い
て
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
講
演
で
は
、
長
年
に
渡
り
虎
塚

古
墳
の
保
存
に
つ
い
て
尽
力
さ
れ
て
い
る
、
明
治
大
学

名
誉
教
授
の
矢や

じ

ま

く

に

お

島
國
雄
氏
に
よ
る
、
虎
塚
古
墳
の
保
存

と
公
開
五
〇
年
の
歩
み
に
つ
い
て
、
装
飾
壁
画
の
発
見

か
ら
保
存
・
一
般
公
開
に
い
た
る
ま
で
の
成
果
と
現
状
の

課
題
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
お
昼
休
憩

を
経
て
、
午
後
の
部
で
は
最
初
に
昭
和
四
八
年
に
実
施

さ
れ
た
虎
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
や
壁
画
発
見
後
の
一
般

公
開
の
様
子
を
記
録
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
し
た
。
そ

し
て
第
三
講
演
で
は
、
立
正
大
学
名
誉
教
授
の
池

い
け
が
み
さ
と
る

上
悟

氏
に
よ
る
十
五
郎
穴
横
穴
群
の
価
値
に
つ
い
て
、
全
国

の
横
穴
墓
と
比
較
し
た
際
の
そ
の
重
要
性
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
第
四
講
演
で
は
、
明
治
大
学
文
学
部
教 会場の様子

十五郎穴横穴群国指定・虎塚古墳国指定50周年
記念シンポジウム

虎塚古墳と十五郎穴の今
そしてこれから
令和 7年 2月 8日（土）開催
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授
の
佐さ

さ

き

け

ん

い

ち

々
木
憲
一
氏
に
よ
る
虎
塚
古
墳
の
価
値
に
つ
い

て
、
古
墳
の
構
造
や
横
穴
墓
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
全
国
の
類
例
を
挙
げ
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
第
五
講
演
で
は
、
茨
城
大
学

人
文
社
会
科
学
部
教
授
田た

な
か
ゆ
た
か

中
裕
氏
に
よ
る
十
五
郎
穴
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
茨
城
県
内
の
群
集
墳
と
横
穴
墓

群
の
広
が
り
か
ら
み
え
る
虎
塚
古
墳
と
十
五
郎
穴
の
価

値
に
触
れ
、
十
五
郎
穴
の
立
地
と
保
存
か
ら
考
え
る
未

来
の
十
五
郎
穴
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
大
澤
正
吾
氏
と
東
京
文
化
財
研
究
所
保

存
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
犬

い
ぬ
づ
か
ま
さ
ひ
で

塚
将
英
氏
、
当
公
社
文

化
財
調
査
事
務
所
職
員
の
稲い

な
だ
け
ん
い
ち

田
健
一
が
加
わ
り
、
座
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
裕
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
、
各
講
演
内
容
の
補
足
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

遺
跡
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て

き
た
こ
と
で

感
じ
た
遺
跡

へ
の
思
い
、

こ
れ
か
ら
の

遺
跡
と
市
民

と
の
関
わ
り

か
ら
考
え
る

未
来
の
虎
塚

古
墳
と
十
五

郎
穴
横
穴
群

に
つ
い
て
な

ど
、
約
一
時
間
に
わ
た
り
、
自
由
に
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
の
外
で
は
各
遺
跡
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ

ズ
の
販
売
や
、
ひ
た
ち
な
か
市
誕
生
三
〇
周
年
事
業
で

作
成
さ
れ
た
、
那
珂
湊
高
校
生
徒
デ
ザ
イ
ン
の
カ
プ
セ

ル
ト
イ「
は
は
は
に
わ
」の
展
示
、
ま
た
文
化
会
館
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
ほ
ぼ
実
寸
サ
イ
ズ
の
虎
塚
古
墳
装

飾
壁
画
の
展
開
パ
ネ
ル
や
、
虎
塚
古
墳
の
保
存
に
関
す

る
パ
ネ
ル
解
説
展
示
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
後
日
、
記
録
集
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

矢島國雄 氏　講演の様子

建石 徹 氏

池上 悟 氏

佐々木憲一 氏

田中 裕 氏

座談会の様子

グッズ販売

「はははにわ」の展示

虎塚古墳装飾壁画の展開パネル

虎塚古墳の保存に関する
パネル解説展示
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ひたちなか市内の発掘調査 2024ひたちなか市内の発掘調査 2024

　

二
〇
二
四
年
度
の
市
内
遺
跡
は
、
試
掘
調
査
24
件
、

本
調
査
2
件
の
、
あ
わ
せ
て
26
件
の
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

試
掘
調
査
で
は
、
磯
い
そ
ざ
き
ひ
が
し

崎
東
古
墳
群
第
14
次
調
査
で
、

新
た
に
3
基
の
古
墳
の
石
室
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

2
号
墳
の
近
く
か
ら
は
、
須す
え
き
が
め

恵
器
甕
の
破
片
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大お
お
ぼ
う
ち

房
地
遺
跡
23
次
調
査
で
は
、
縄

文
時
代
の
住
居
跡
と
土
坑
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
確
認

さ
れ
、
早
期
に
属
す
る
土
器
片
が
1
点
と
中
期
中
葉
～

後
葉
の
加か

そ

り
曽
利
E
式
に
伴
う
土
器
片
が
複
数
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

向
む
か
い
つ
ぼ坪
遺
跡
第
8
次
の
試
掘
調
査
で
は
、
逆
さ
ま
に
出

土
し
た
土は

じ

き
師
器
の
壷
の
中
か
ら
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ

リ
な
ど
の
貝
類
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
実
施
さ

れ
た
第
10
次
の
本
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
3

基
と
土
坑
1
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
居
跡
の
1

基
は
、
一
辺
が
６
ｍ
以
上
に
な
る
比
較
的
大
型
の
住
居

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
第
2
号
住
居
跡
と
第
1
号
土
坑
か

ら
は
、
剣け

ん
が
た形

の
石せ
き
せ
い
も
ぞ
う
ひ
ん

製
模
造
品
が
出
土
し
、
第
3
号
住
居

跡
か
ら
は
、
石
製
の
臼う
す
だ
ま玉
が
1
点
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

市い
ち
げ毛

遺
跡
第
11
次
調
査
で
は
、
約
40
㎡
の
調
査
区
に

９
基
の
住
居
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。
住
居
跡
は
、
多
く

が
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
古
い
も
の
が
新
し
い
住
居
に

壊
さ
れ
て
い
た
り
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
居
跡

か
ら
の
出
土
遺
物
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
師
器
や

須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
区
か

ら
は
、
縄
文
土
器
片
・
弥
生
土
器
片
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
美
零
）

0 3000m

磯崎東古墳群磯崎東古墳群

大房地遺跡大房地遺跡

黒袴遺跡黒袴遺跡

田彦古墳群田彦古墳群

東原遺跡東原遺跡

西中島遺跡西中島遺跡

堀口遺跡堀口遺跡

下高場遺跡下高場遺跡

地蔵根遺跡地蔵根遺跡 東中根清水遺跡東中根清水遺跡

市毛上坪遺跡市毛上坪遺跡

市毛本郷坪遺跡市毛本郷坪遺跡

大和田遺跡大和田遺跡

御所内Ⅰ遺跡御所内Ⅰ遺跡

向坪遺跡向坪遺跡

市毛遺跡市毛遺跡

コボシ道遺跡コボシ道遺跡

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひたちなか市

水戸市

那珂市

調査された遺跡の位置

向坪遺跡第 8次調査で出土した土器内のチョウセンハマグリ

向坪遺跡第 10 次調査第 2号住居跡完掘の様子

のの
ぞ
き
見

ぞ
き
見

そ
の
９

　

今
回
紹
介
す
る
資

料
は
、「
石い

し
さ
じ匙

」
と
い

う
石
器
で
す
。

　

石
匙
は
、
石
の
剥

片
の
端
に
両
辺
か
ら

抉え
ぐ

る
よ
う
に
打
ち
欠

い
て
つ
ま
み
の
部
分
を
つ
く
り
、
そ
の
他
の
縁
辺
に
刃
を
も

つ
石
器
で
す
。
刃
が
つ
ま
み
か
ら
縦
に
長
く
の
び
る
「
縦
型
」

と
つ
ま
み
か
ら
横
方
向
に
直
角
に
付
け
ら
れ
た
「
横
型
」
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
縦
型
は
縄
文
時
代
早
期
に
東
北
北
部
や
北

海
道
の
遺
跡
で
出
現
し
、
横
型
は
そ
の
後
に
西
日
本
で
出
現
し
ま

す
。
前
期
に
な
っ
て
横
型
が
関
東
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
匙
」
と
い
う
名
前
か
ら
、
ス
プ
ー
ン
と
し
て
の
用
途
が

想
像
さ
れ
ま
す
が
、
動
物
を
解
体
す
る
ナ
イ
フ
や
、
皮
を
な

め
す
等
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
突
起
の
部
分
は
携
帯
す
る
た
め
紐
な
ど
を
括く

く

り
つ
け

た
と
推
定
さ
れ
、
実
際
に
紐
や
固
定
の
た
め
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
付
着
し
た
石
匙
が
出
土
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。「
石
匙
」

と
い
う
名
前
が
付
い
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
金
石
学
で
著
名

で
あ
っ
た
木き

の
う
ち
せ
き
て
い

内
石
亭
の
著
書
で
あ
る
『
雲う

ん
こ
ん
し

根
志
』
に
「
天
狗

の
飯め

し
が
い匕

（
さ
じ
）」
と
い
う
俗
称
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
由
来

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
の
遠と

お
ば
ら原

貝
塚
で
２
点
、
後
期

の
大だ

い
た
ぼ
う

田
房
貝
塚
で
１
点
（
全
て
横
型
）
の
石
匙
が
出
土
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

展
示
室

展
示
室
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2024（令和 6）年度市内遺跡調査一覧表
No. 遺跡名 次数 所在地 種別 時期 遺構・遺物

1 東
ひがしなかねしみず

中根清水遺跡 8 次 中根 試掘 4月 ピット 2基を確認。出土遺物なし。

2 東
ひがしはら

原遺跡 11 次 高野 試掘 4月 土坑 2基（時期不明）を確認。出土遺物なし。

3 磯
いそざきひがしこふんぐん

崎東古墳群 14 次 磯崎 試掘 5月 古墳の石室 3基，溝跡 1条を確認。須恵器が出土。

4 西
にしなかじま

中島遺跡 6 次 津田 試掘 5月 住居跡 3基（縄文 1, 古墳 2）を確認。縄文土器，土師器が出土。

5 堀
ほりぐち

口遺跡 40 次 堀口 試掘 5月
住居跡 9基（古墳 3，奈良 1, 平安 3，時期不明 2），土坑 2基，溝跡 2条，ピット 7基を確認。土師器，
須恵器が出土。

6 大
お お わ だ

和田遺跡 7 次 中根 試掘 6月 溝跡 1条を確認。出土遺物なし。

7 大
お お わ だ

和田遺跡 8 次 中根 試掘 6月 溝跡 1条を確認。出土遺物なし。

8 向
むかいつぼ

坪遺跡 8 次 堀口 試掘 6月 住居跡 3基（古墳）を確認。土師器，貝類が出土。

9 地
じ ぞ う ね

蔵根遺跡 10 次 勝倉 試掘 6月 なし。土師器が出土。

10 下
し も た か ば

高場遺跡 2 次 高場 試掘 7月 なし。

11 市
い ち げ か み つ ぼ

毛上坪遺跡 38 次 市毛 試掘 7月 住居跡 2基（古墳 1, 時期不明 1）を確認。土師器，須恵器が出土。

12 大
お お ぼ う ち

房地遺跡 23 次 勝倉 試掘 7月 住居跡 2基（縄文）, 土坑 3基（縄文）を確認。縄文土器が出土。

13 向
むかいつぼ

坪遺跡 9 次 堀口 試掘 7月 住居跡 1基（古墳）, 溝跡 1条（奈良）を確認。土師器，須恵器が出土。

14 市
い ち げ か み つ ぼ

毛上坪遺跡 39 次 市毛 試掘 8月 溝跡 2条（時期不明）, ピット 1基を確認。縄文土器，土師器，須恵器が出土。

15 市
いちげほんごうつぼ

毛本郷坪遺跡 12 次 市毛 試掘 9月 住居跡 2基（時期不明），土坑 1基（粘土貼り）を確認。土師器，須恵器が出土。

16 向
むかいつぼ

坪遺跡 10 次 堀口 本調査 9月 住居跡 3基（古墳）, 土坑 1基（古墳）を確認。土師器，須恵器，石製模造品，臼玉，砥石が出土。

17 御
ご し ょ う ち い ち

所内Ⅰ遺跡 3 次 柳沢 試掘 10 月 なし。

18 黒
くろばかま

袴遺跡 9 次 津田 試掘 10 月 土坑 1基（時期不明）を確認。出土遺物なし。

19 東
ひがしはら

原遺跡 12 次 高野 試掘 10 月 なし。

20 堀
ほりぐち

口遺跡 41 次 堀口 試掘 11 月 なし。

21 コボシ道
みち

遺跡 1 次 馬渡 試掘 11 月 なし。

22 コボシ道
みち

遺跡 1 次 馬渡 試掘 1月 土坑 1基（時期不明）

23 東
ひがしはら

原遺跡 13 次 高野 試掘 1月 なし。

24 田
た び こ こ ふ ん ぐ ん

彦古墳群 4 次 田彦 試掘 2月 なし。

25 市
い ち げ

毛遺跡 11 次 市毛 本調査 2月 住居跡 9基（古墳，奈良・平安）を確認。縄文土器片，弥生土器片，土師器，須恵器が出土。

26 市
い ち げ か み つ ぼ

毛上坪遺跡 40 次 市毛 試掘 3月 なし。

ひたちなか市内の発掘調査 2024ひたちなか市内の発掘調査 2024

向坪遺跡第 10 次調査区 市毛遺跡第 11 次調査区
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昭
和
四
五
年
、
日
立
市
で
は
文
化
財
保
護
条
例
が
制
定

さ
れ
て
文
化
財
保
護
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中

の
昭
和
四
六
年
、
日
立
市
上う

わ
の
代だ
い

に
市
営
住
宅
団
地
造
成

が
計
画
さ
れ
、
志し

だ
じ
ゅ
ん
い
ち

田
諄
一
先
生
の
誘
い
で
そ
の
調
査
に
参

加
し
た
。
志
田
先
生
を
中
心
に
調
査
団
が
編
成
さ
れ
、
教

育
委
員
会
で
は
川か

わ
さ
き
ま
つ
じ
ゅ

崎
松
寿
、
永な
が
ぬ
ま
よ
し
の
ぶ

沼
義
信
さ
ん
が
事
務
担
当

と
な
り
、
地
元
出
身
の
大
学
生
を
中
心
に
日
立
一・
二
高

生
や
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
高
等
学
校
生
な
ど
も
参
加
し

た
。
調
査
は
七
月
二
○
日
か
ら
始
め
ら
れ
、
八
月
三
一
日

に
一
応
の
終
結
を
み
た
が
、
そ
の
後
は
遺
物
の
整
理
作
業

が
細
々
と
行
わ
れ
た
。
遺
跡
の
現
状
は
、
一
部
耕
作
放
棄

さ
れ
た
雑
草
の
繁
茂
し
た
畑
で
、
発
掘
予
定
地
四
三
一
二

㎡
に
遺
構
検
出
の
た
め
東
西
方
向
で
幅
二
ｍ
、
長
さ
一
○

ｍ
の
ト
レ
ン
チ
を
三
○
本
ほ
ど
設
置
し
て
調
査
を
開
始
し

た
。
遺
構
は
南
方
向
に
開
く
浅
い
支
谷
周
辺
に
多
く
検
出

さ
れ
、
遺
構
調
査
と
遺
構
確
認
の
た
め
の
ト
レ
ン
チ
拡
張

作
業
が
続
け
ら
れ
た
。
私
は
志
田
先
生
の
代
行
と
し
て
現

地
調
査
を
指
揮
し
た
が
、
県
内
で
は
余
り
経
験
の
な
い
縄

文
時
代
中
・
後
期
の
集
落
跡
の
調
査
で
あ
り
、
我
々
に

と
っ
て
も
か
な
り
難
し
い
調
査
と
な
っ
た
。
教
育
委
員
会

で
は
安
易
に
掘
れ
ば
良
い
的
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
整

理
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
予
算
化
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
各
調
査
区
で
検
出
し
た
遺
構
は
拡
張
し
て
遺
構
調
査

を
実
施
し
た
が
、
住
居
跡
群
の
外
辺
部
に
分
布
し
た
と
想

定
さ
れ
る
貯
蔵
穴
群
を
ほ
と
ん
ど
調
査
し
て
お
ら
ず
、
当

時
我
々
の
縄
文
集
落
に
対
す
る
認
識
の
低
さ
を
示
し
て
い

る
。

　

調
査
期
間
中
、
我
々
は
日
高
小
学
校
跡
地
の
公
民
館
に

宿
泊
し
、
遺
跡
ま
で
徒
歩
な
ど
で
通
っ
た
。
食
事
は
仕

出
し
弁
当
だ
っ
た
。
公
民
館
に
は
風
呂
が
な
い
た
め
、
日

高
中
学
校
用
務
員
宅
の
風
呂
を
利
用
さ
せ
て
貰
っ
た
が
、

時
々
小
木
津
駅
近
く
の
民
家
の
風
呂
を
利
用
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

調
査
に
参
加
し
た
の
は
、
金か

ね
こ
す
す
む

子
進
・
三み
よ
し
き
よ
た
か

好
清
隆
（
明

治
大
学
）・
鈴す

ず
き
ひ
ろ
よ
し

木
裕
芳
（
東
洋
大
学
）・
黒く
ろ
さ
わ
し
ょ
う
さ
い

沢
彰
哉
・

赤あ
か
い
し
こ
う
す
け

石
光
資
（
大
正
大
学
）・
中な
か
む
ら
ま
さ
と
し

村
雅
利
・
鶴つ
る
み
さ
だ
お

見
貞
雄
・

斎さ
い
と
う
れ
い
こ

藤
礼
子
（
茨
城
大
学
）・
藤ふ
じ
え
だ
の
り
こ

枝
典
子
・
佐さ
と
う
の
り
こ

藤
展
子
（
茨

城
キ
リ
ス
ト
短
大
）
な
ど
の
大
学
生
の
ほ
か
、
地
元
の

日
立
一・
二
高
生
や
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
高
等
学
校
生

も
暑
い
中
参
加
し
て
く
れ
た
。
綿わ

た
ひ
き
い
つ
お

引
逸
雄
・
今い
ま
は
し
こ
う
い
ち

橋
浩
一
・

照て
る
や
ま
か
ず
ひ
ろ

山
量
弘
・
後ご
と
う
ひ
さ
お

藤
久
雄
・
鈴す
ず
き
ま
さ
ひ
こ

木
正
彦
・
鹿か
し
む
ら
の
り
お

志
村
則
男
君
達

日
立
一
高
生
は
、
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
も
県
内
の
発
掘

調
査
に
時
々
参
加
し
て
く
れ
た
。

　

整
理
作
業
も
高
校
生
達
の
協
力
を
得
て
土
・
日
に
実
施

し
、
九
月
頃
は
旧
図
書
館
二
階
で
行
っ
た
。
そ
の
後
出
土

品
が
市
立
大
沼
小
学
校
旧
体
育
館
に
運
ば
れ
、
我
々
整
理

参
加
者
は
大
沼
小
学
校
ま
で
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
二

月
に
事
務
局
の
川
崎
さ
ん
か
ら
整
理
作
業
中
止
の
話
が

あ
り
、
後
日
再
開
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
連
絡
は
な
か
っ
た
。
発
掘
調
査
後
の
造

成
作
業
中
に
、
発
掘
予
定
地
内
以
外
か
ら
も
遺
物
や
遺
構

が
発
見
さ
れ
た
と
大お

お
ひ
ら
た
つ
お

平
達
夫
・
綿
引
逸
雄
君
か
ら
報
告
も

あ
っ
た
。

　

縄
文
集
落
調
査
の
未
熟
さ
や
出
土
遺
物
量
の
多
さ
な
ど

も
想
定
外
の
も
の
で
あ
り
、
反
省
点
の
多
い
発
掘
遺
跡
と

な
っ
た
が
、
私
は
当
時
ガ
リ
版
刷
り
の
『
Ｔ
Ｕ　

Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
』
を
参
加
者
達
に
配
布
し
て
お
り
、
綿
引
逸
雄
君
が
保

存
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
整
理
作
業
の
予
定
日
や
内
容
な

瓦吹　堅上の代遺跡発掘調査参加者

私的茨城考古学外史―遺跡・人　出会いと別れ―
第11回　発掘三昧への道　県内編６

日立市上の代遺跡・石岡市常陸国分尼寺跡（三次）
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ど
を
書
き
、
高
校
生
に
あ
だ
名
を
付
け
た
。
そ
の
あ
だ
名

の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、「
ウ
エ
ス
タ
ン
」「
マ
ン
ダ
ム
」「
ナ

チ
ス
」「
ダ
ン
デ
イ
」「
ミ
ッ
キ
ー
」
な
ど
で
、
彼
ら
と
は

五
十
年
以
上
も
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
今
で
も
そ
の
あ
だ
名

を
呼
ん
で
交
流
を
続
け
、
私
は
「
ブ
キ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

昭
和
四
六
年
一
一
月
六
～
一
四
日
、
石
岡
市
常ひ

た
ち
こ
く
ぶ
ん

陸
国
分

尼に
じ
あ
と
寺
跡
の
三
次
調
査
に
参
加
し
た
。
三
次
調
査
は
寺
域
の

東
限
を
確
認
す
る
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
た
が
、
明
確

な
東
限
区
画
は
確
認
で
き
ず
、
南
北
棟
の
建
物
跡
の
掘ほ

り
か
た方

の
一
部
と
、
竃か

ま
どに

尼
寺
の
瓦
を
再
利
用
し
た
竪
穴
住
居
跡

四
棟
の
調
査
で
終
了
し
た
。
調
査
担
当
は
水
戸
市
教
育
委

員
か
ら
派
遣
さ
れ
た
伊い

と
う
し
げ
と
し

東
重
敏
さ
ん
で
、
石
岡
市
で
は

社
会
教
育
課
の
若
い
職
員
小こ

ま
つ
お
さ
む

松
修
さ
ん
が
事
務
を
担
当

し
た
。
小
松
さ
ん
は
國
學
院
大
學
柔
道
部
出
身
で
、
大

き
な
体
躯
は
迫
力
が
あ
る
体
育
系
の
先
輩
。
小
松
さ
ん

と
は
尼
寺
調
査
で
初
め
て
お
会
い
し
た
が
、
そ
の
後
舟

塚
山
古
墳
の
調
査
や
昭
和
五
八
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
石

岡
市
史
編
さ
ん
の
下
巻
通
史
編
刊
行
の
事
業
ま
で
も
ご

一
緒
し
、
現
在
で
も
お
付
き
合
い
を
続
け
て
い
る
。
調

査
に
は
、
山や

ま
し
た
ふ
さ
こ

下
房
子
・
田た
み
や
か
ず
の
り

宮
一
典
・
北
き
た
む
ら
ま
こ
と

村
誠
・
小お
ぎ
か
お
る

木
香
・

吉よ
し
の
せ
つ
こ

野
勢
津
子
君
が
参
加
し
、
宿
舎
は
香
丸
町
に
あ
っ
た
亀

下
旅
館
。
尼
寺
ま
で
は
毎
日
常
陸
国
分
寺
跡
前
を
通
る
。

当
時
「
花
嫁
」
や
「
知
床
旅
情
」
な
ど
が
流
行
っ
て
お

り
、
帰
り
道
に
小
柳
ル
ミ
子
の
「
私
の
城
下
町
」
を
小

木
君
が
よ
く
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
一
一
月
九
日
に
は
文

化
庁
記
念
物
課
三み

わ
か
ろ
く

輪
嘉
六
主
任
調
査
官
が
指
導
に
来
ら

れ
、
調
査
の
後
半
に
は
山や

ま
も
と
み
つ
お

本
満
男
茨
城
県
教
育
長
も
視

察
さ
れ
て
、
激
励
を
受
け
た
。
門
跡
で
の
記
念
写
真
は
、

調
査
区
の
埋
め

戻
し
が
完
了
し

た
後
の
も
の
で

あ
る
。
当
時
市

役
所
は
石
岡
小

学
校
近
く
に
あ

り
、
市
役
所
前

の
食
堂
で
伊
東

さ
ん
や
小
松
さ

ん
と
よ
く
杯
を

重
ね
た
。

2024 年 12 月 11 日寄贈

上の代遺跡トレンチ発掘状況

1973 年 10 月製作　虎塚古墳壁画（鈴木清氏作）

常陸国分尼寺跡発掘調査参加者
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ワンケース・ミュージアム 62

展示のようす

　

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
62
は
、
ひ
た
ち
な
か

市
内
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
か
ら
、
古
代
の
人
名
と

思
わ
れ
る
資
料
を
選
び
出
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

墨
書
土
器
は
、
鬼
や
神
々
に
賄

ま
か
な
いい

を
捧
げ
て
災
い

を
逃
れ
る
祈
願
に
用
い
ら
れ
、
記
さ
れ
た
人
名
は
祈

願
者
の
名
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
平
川

二
〇
〇
〇
）。　

　

展
示
し
た「
丈
マ
伊
賀
」（
は
せ
つ
か
べ
の
い
が
、
石い

し

高だ
か

遺

跡
、９
世
紀
前
半
）で
す
が
、「
マ
」は「
部
」の
略
字
で
、「
丈

マ
」は
丈
部
と
い
う
氏
族
名
を
あ
ら
わ
す
ウ
ジ
名
で
す
。

そ
の
下
の「
伊
賀
」は
名
前
で
す
。『
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』（
平

安
時
代
の
辞
書
）に
は
、
栗
の
い
が
の
こ
と
を「
伊
賀
」と

書
い
て
い
ま
す
の
で
、
丈
部
伊
賀
の「
伊
賀
」も
、
栗
の

い
が
を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
代
で
は
子
供
が
亡
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
た

め
、
と
げ
と
げ
し
た
栗
の
い
が
の
名
を
名
前
に
付
け
る

こ
と
で
、
幼
い
子
供
が
鬼
神
に
連
れ
て
い
か
れ
な
い
よ

う
に
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
史
料
を
み
る
と
「
調

君
小
屎
」（
つ
き
の
き
み
お
ぐ
そ
）の
よ
う
に
、名
前
に「
屎
」

（
糞
の
こ
と
）の
つ
く
人
名
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も「
伊

賀
」と
同
じ
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

古
代
人
名
に
は
、「
我
孫
伊
賀
麻
呂
」（
あ
び
こ
の
い
が

ま
ろ
）や「
新
田
部
伊
賀
麻
呂
」（
に
い
た
べ
の
い
が
ま
ろ
）の

よ
う
に
、「
伊
賀
」を
名
前
に
付
け
る
例
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
石
高
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
丈
マ
伊
賀
」
も
、

「
丈
部
伊
賀
麻
呂
」（
は
せ
つ
か
べ
の
い
が
ま
ろ
）
と
い
う
名

前
の「
麻
呂
」を
省
略
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た「
真
新
殿
」（
ま
し
ん
ど
の
、石
高
遺
跡
、９
世
紀
中
葉
）

と
い
う
墨
書
で
す
が
、
神
奈
川
県
居い

む
ら村

B
遺
跡
４
号
木

簡
に
記
さ
れ
た「
市
田
殿
」「
吉
成
殿
」「
新
勾
殿
」な
ど
と

同
様
に
、地
域
の
有
力
者
の
名
前
と
思
わ
れ
ま
す
。「
真

新
殿
」
は
石
高
遺
跡
の
大
き
な
住
居
か
ら
出
土
し
て
い

ま
す
の
で
、
有
力
な
家か

ち
ょ
う長

の
名
前
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。「
真
新
」は
、
古
代
銅
印
に
み
ら
れ
る
人
名
の

省
略
方
法
を
参
考
に
す
る
と
、
例
え
ば
「
真●

髪
部
新●

麻

呂
」（
ま
か
べ
の
に
い
ま
ろ
）
の
よ
う
な
人
名
の
、
氏
と
名

の
一
文
字
ず
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
字あ

ざ
な名

で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ち
な
み
に「
真
髪
部
」・「
新
麻
呂
」

と
も
、
史
料
に
み
ら
れ
る
ウ
ジ
名
・
名
前
で
あ
り
、
真

髪
部
は
常
陸
国
に
居
た
部
民
で
す
。

　
「
真
新
殿
」を「
真
髪
部
新
麻
呂
」の
よ
う
な
人
名
を
略

し
た
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、「
真
大
里
」（
ま
の
お
お
さ
と
、

下し
も

高た
か

井い

遺
跡
、
10
世
紀
前
半
）も
、「
真
髪
部
大
里
」（
ま
か
べ

の
お
お
さ
と
）
の
よ
う
な
人
名
を
略
し
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
ま
す
。
八
世
紀
初
め
の
衛え

も
ん
ふ

門
府
（
宮

き
ゅ
う
じ
ょ
う
も
ん

城
門

の
守
衛
な
ど
を
担
当
し
た
官
司
）
の
仕し

ち
ょ
う丁

（
労
役
に
従
事
し
た

土器に記された 古代人名

10月12日[土]－12月15日[日]
日時　令和６年

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前 9時－午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

入場無料

場所　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

　　　                

〒312‐0011　茨城県ひたちなか市中根 3499

　　　                     ☎ 029‐276‐8311

１ ＣＡＳＥ ＭＵＳＥＵＭ vol. 62
　       

公益財団法人　
ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

丈
マ（部）

伊

賀

は
せ
つ
か
べ
の
い
が

ひたちなか市武田石高遺跡から出土した

須恵器杯の底に書かれていた人名

（『武田石高遺跡』報告書　より）

成
年
男
子
）に
、「
大
里
」と
い
う
名
前
が
確
認
で
き
ま
す

の
で
、「
真
大
里
」を
人
名
と
み
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で

す
。

　
「
尾
足
」（
お
た
り
、
原は

ら

前ま
え

遺
跡
、
９
世
紀
前
半
）と
い
う
墨

書
は
、
史
料
に
同
じ
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
魚
足
」・「
嶋
足
」・「
豊
足
」・「
公
足
」

な
ど
、「
～
足
」と
す
る
名
前
は
多
数
あ
り
ま
し
た
の
で
、

「
尾
足
」も
人
名
で
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
墨
書
土
器
は
多
く
が
漢
字
一
文
字
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
文
字
は
人
名
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、「
富
」（
と
み
、
石
高
遺
跡
、
９
世
紀
中
葉
）
と
記
さ
れ

た
文
字
な
ど
は
、
史
料
に「
富
女
」や「
富
麻
呂
」と
い
っ

た
、「
富
」
が
つ
く
人
名
が
多
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

や
は
り
名
前
の
一
部
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

　
参
考
文
献
：
平
川
南
二
〇
〇
〇
『
墨
書
土
器
の
研
究
』、
奈
良

国
立
文
化
財
研

究
所
「
木
簡
人
名

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、

『
日
本
古
代
人
名

辞
典
』
吉
川
弘
文

館
、
押
木
弘
己

二
〇
一
五
「「
貞

観
」
紀
年
銘
木
簡

と
伴
出
土
器
の
様

相
」『
考
古
論
叢
神

奈
河
』第
二
一
集

14



2024 後
期

　

今
回
ご
紹
介
す
る
花
は
、
虎
塚
古
墳
よ
り
も
十
五
郎
穴
横
穴
群
で
よ
く

見
か
け
る
「
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
（
竜
脳
菊
）
」
で
す
。
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

は
キ
ク
科
キ
ク
属
の
多
年
草
で
、
本
州
か
ら
四
国
・
九
州
の
一
部
に
生
育

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
竜
脳
と
い

う
香
料
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
背
丈
は
三
○
～
八

○
㎝
で
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
こ
と
は
少
な
く
斜
め
に
な
っ
て
い
ま

す
。
葉
は
、
先
が
と
が
る
楕
円
形
で
、
三
つ
に
浅
く
裂
け
、
裏
面
は
Ｔ
字

状
の
短
い
毛
が
密
集
し
灰
白
色
を
お
び
、
ふ
ち
は
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

花
は
白
く
、
径
が
三
～
五
㎝
ほ
ど
で
茎
の
先
端
に
単
独
か
二
～
三
個
つ
き

ま
す
。
花
の
咲
く
時
期
は
一
○
月
～
一
一
月
頃
で
す
。

　

自
然
地
形
で
は
崖
地
に
出
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
石
灰
岩
地
に
も
よ
く

見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
十
五
郎
穴
横
穴
群
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
条
件
に
か

な
っ
た
場
所
で
、
毎
年
秋
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
菊
な
の
で
、
お

墓
に
ぴ
っ
た
り
の
お
花
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
稲
田
健
一
）

10
月

1
-
3

御
所
内
Ⅰ
遺
跡
試
掘
調
査
／

1
0
-
1
6

黒
袴
遺
跡
試
掘
調
査
／1

3
ふ

る
さ
と
考
古
学
⑦
「
み
ん
な
の
十
五
郎

穴
！-

遺
跡
の
魅
力
Ｐ
Ｒ-

」（
講
師
：

鈴
木
康
二
氏
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

／1
2
-

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

62
「
土
器
に
記
さ
れ
た
古
代
人
名
」開
始

／2
2

千
葉
県
我
孫
子
市
い
き
い
き
会

団
体
見
学
／2

3
-
2
5

東
原
遺
跡
試
掘
調

査
／2

4

十
五
郎
穴
横
穴
群
出
土
遺
物 

茨
城
県
指
定
文
化
財
諮
問
案
件
現
地

調
査
・
市
生
涯
学
習
講
座
１
「
虎
塚
古
墳

と
十
五
郎
穴
」
／2
7

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑧

「
十
五
郎
穴
で
ア
ー
ト
！
」（
講
師
：
安

芸
早
穂
子
氏
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）
／

3
1

『
埋
文
だ
よ
り
』
第6

1

号
刊
行
・
虎

塚
古
墳
石
室
公
開
前
点
検

11
月

第
5
回kid's

考
古
学
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
作
品
巡
回
展

／1
2
-
2
2

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査

／

7
-
1
0
･
1
4
-
1
7

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
（
ひ

た
ち
な
か
ユ
ネ
ス
コ
協
会
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

／8

勝
田
中
等
教
育
学
校
一
年
生

・
茨
城
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
歴
史

部
見
学
／9

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑨
「
壁

画
の
考
古
学
」（
講
師
：
山
田
茉
央
氏
・

山
田
梨
央
氏
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

／10

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
見
学

／14

ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス
・
千

葉
県
野
田
市
風
土
記
を
楽
し
む
会
団
体

見
学
／17

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体

見
学
／19-20

コ
ボ
シ
道
遺
跡
試
掘
調

査
／20

は
ま
ぎ
く
カ
フ
ェ
講
座
「
虎
塚

古
墳
と
十
五
郎
穴
」
／21

市
生
涯
学
習
講

座
２
「
海
を
望
む
古
墳
群 

ひ
た
ち
な
か
海
浜
古

墳
群
」
／22

栃
木
県
日
光
市
藤
原
地
域

自
治
会
公
民
館
連
絡
協
議
会
団
体
見
学

／23

サ
イ
ク
リ
ン
Ｄ
Ｅ
ひ
た
ち
な
か

2024
・
ふ
る
さ
と
考
古
学
⑩
「
フ
ィ
ー

ル
ド
探
検
」（
講
師
：
矢
野
徳
也
氏
・
さ

か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

3636　

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

　

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

2010.11.06
15
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／2
8

神
奈
川
県
横
浜
古
代
史
を
学
ぶ

会
団
体
見
学
・
虎
塚
古
墳
石
室
公
開
後

点
検

12
月

1

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑪
「
楽
し
い
考
古

学
」（
講
師
：
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）
／5

栃
木
県
上
三
川
町
団
体
見
学
／7

ふ
る

さ
と
考
古
学
⑫
「
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
考

古
学
」（
講
師
：
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

／-
1
5

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

62
「
土
器
に
記
さ
れ
た
古
代
人
名
」終
了

／1
9

市
生
涯
学
習
講
座
３
「
古
墳
時
代
の

は
じ
ま
り
」／2

6

十
五
郎
穴
横
穴
群
出
土

遺
物
が
茨
城
県
指
定
文
化
財
に
／2

7

大
田
区
立
郷
土
博
物
館
遺
物
返
却

１
月

7
-
2
8

コ
ボ
シ
道
遺
跡
試
掘
調
査
／9J

W
AY

十
五
郎
穴
の
取
材（
左
上
）／16

市
学
習
講
座
４
「
弥
生
時
代
の
墓
か
ら
出
土
す

る
玉
製
品
」
／2

1
-
2
4

東
原
遺
跡
試
掘
調

査
／2

8

駐
車
場
改
良
工
事

２
月

4
-
6

田
彦
古
墳
群
試
掘
調
査
／8

十
五

郎
穴
横
穴
群
国
指
定
・
虎
塚
古
墳
国
指

定
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
虎
塚

古
墳
と
十
五
郎
穴
の
今
そ
し
て
こ
れ
か

ら
」開
催

／8
-

第
21
回
企
画
展
「
装
飾
古
墳
の

世
界
２
」
開
始
／1

8
-

市
毛
遺
跡
本
調

査
開
始
／1

5

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古

学
第
17
回
①
「
壁
画
と
保
存
」（
講
師
：

谷
口
陽
子
氏
）
／1

9

常
陸
大
宮
市
老

人
会
見
学
・
十
五
郎
穴
説
明
看
板
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
（
右
下
）
／2

0

市
生
涯
学
習

講
座
５「
ひ
た
ち
な
か
市
の
生
産
遺
跡
・
原
の
寺

瓦
窯
跡
」／2

2

②
「
東
北
地
方
の
装
飾
古

墳
」(

講
師
：
山
田
隆
博
氏)

・
ひ
た

ち
な
か
市
稲
田
地
区
土
曜
会
見
学

３
月

1

③
「
装
飾
古
墳
と
世
界
の
装
飾
墓
」(

講

師
：
河
野
一
隆
氏)

／8

④
「
茨
城
の
装

飾
古
墳
」(

講
師
：
稲
田
健
一)

／9

市

青
少
年
課
主
催
射
爆
場
跡
地
観
察
会
で

の
説
明
／11-13

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘

調
査
／20-23

・27-30

虎
塚
古
墳
一
般

公
開
／-21

市
毛
遺
跡
本
調
査
終
了
／

29

ユ
ー
ラ
シ
ア
旅
行
社
見
学
／29

・30

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
見
学
／31

『
埋
文

だ
よ
り
』
第
62
号
刊
行

入館者状況（2024.10.1. ～ 2025.3.31）

（ ）内は学校数
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター及び ( 公財 ) ひたち
なか市生活・文化・スポーツ公社が開催する事業は『市報
ひたちなか』及び下記のホームページでお知らせします。
https://hitachinaka-maibun.jp

月
開館

日数

個人 団体 計

（人） （団体） （人） （人）
10 月 27 237 4 （0） 70 （0） 307
11 月 26 1534 11 （1） 544（127） 2078
12 月 23 184 6 （0） 90 （0） 274

1 月 23 203 0 （0） 0 （0） 203
2 月 24 261 4  （0） 139 （0） 400
3 月 26 1087 5 （0） 171 （0） 1258

合計 149 3506 30 （1）1014（127） 4520

　

編
集
後
記
の　

虎
の
子

　

二
○
二
四
（
令
和
六
）
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
誕

生
三
○
周
年
記
念
事
業
が
数
多
く
企
画
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
は
文
化
財
に
関
係
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
す
る
。

　
「
ヤ
ー
ン
ボ
ミ
ン
グde

ひ
た
ち
な
か30th

」
と
い

う
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
編
み
地
を
編
ん
で
繫
ぐ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
虎
塚
古
墳
の
壁
画
を
題
材
と
し
た
作

品
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
二
月
後
半
か
ら
二
月
初
め
ま

で
昭
和
通
り
沿
い
の
街
灯
を
彩
っ
た
。

　

二
○
二
五
（
令
和
七
）
年
一
月
一
○
日
か
ら
は
、
市

や
商
工
会
議
所
の
職
員
と
県
立
那
珂
湊
高
校
の
生
徒
達

が
、
大

お
お
だ
い
ら平

古
墳
群
黄こ

金が
ね

塚つ
か

古
墳
出
土
の
県
指
定
文
化
財

「
乳
飲
児
を
抱
く
埴
輪
」
を
ベ
ー
ス
に
、
ご
当
地
デ
ザ

イ
ン
の
カ
プ
セ
ル
お
も
ち
ゃ
「
は
は
は
に
わ
」
を
発
売

し
た
。
こ
の
埴
輪
は
、
一
月
現
在
福
岡
県
の
九
州
国
立

博
物
館
の
企
画
展
に
旅
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
人

気
が
高
ま
る
埴
輪
と
な
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
特
集
を
組
ん
だ

十
五
郎
穴
横
穴
群
国
指
定
・

虎
塚
古
墳
国
指
定
五
○
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
記
念
事

業
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
盛
り
上
が

り
を
継
続
し
て
、
市
内
の
文

化
財
に
つ
い
て
連
携
を
組
み

な
が
ら
広
報
や
活
用
・
展
示

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

＊表紙の実習生は，野村萌々花さんです。
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